
（有）トポロジー

　　 標準宅地鑑定評価システム 2017 取引事例の取り込みについて

標準宅地鑑定評価システム 2017 では取引事例の取り込みについては、下記手順による方法となります。

閲覧３次データ（KOTEI.ptf）は、（社）日本不動産鑑定士協会連合会 REA－Jirei の「公的土地評価用事例閲覧」

→「３次ファイルダウンロード」より取得できます。

取引事例の属性情報（PTF.txt）は、（社）日本不動産鑑定士協会連合会 REA－Jirei の「公的土地評価用事例閲覧」

→「属性情報のダウンロード」より取得できます。

〔手順〕

① 閲覧３次データ（KOTEI.ptf）を取り込む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ここで取り込まれるデータは、新スキーム３次データで入力された内容です。②へ進むことなく、当システムの取引事例登録画面で

　追加の要因データを入力して取引事例データを作成することもできます。

　　

② 取引事例の属性情報（PTF.txt）を取り込む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

ここで取り込む取引事例の属性情報（PTF.txt）には、閲覧情報及び地番や総額等の出力不可項目は入っていません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②－１　①の閲覧３次データ（KOTEI.ptf）と国土管理番号が一致 → 閲覧情報は取り込み済みなので､評価書に採用できます。

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閲覧情報・地番・取引総額以外の属性情報を上書きします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②－２　①で取り込んだ取引事例データと国土管理番号が不一致 → 新規の事例データとして取り込みます。

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閲覧情報は入っていません。

    　                                                      地番・取引総額も入っていませんので別途入力が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 → 閲覧情報があるので､評価書に採用できます。

           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 閲覧情報・所在・地番だけを取り込むことができるので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力した要因データが消えることはありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 REA－Jirei で閲覧して閲覧履歴を残す → 履歴管理票を印刷する → 利用履歴があるので､評価書に採用できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   ②－３　独自事例の場合（国土管理番号が登録されていない） → 閲覧情報は必要ありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地番・取引総額は入っていませんので別途入力が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③ 取引事例データが完成し、評価書に採用することができます。

基本情報、閲覧情報（評価書作成者の閲覧ログ番号、閲覧日）の取り込み

・ KOTEI.ptf には入力されていないデータ（属性情報）の取り込み

・ 独自事例の取り込み

公的土地評価の閲覧申請をした市町村の取引事例の場合

公的土地評価の閲覧申請をしていない市町村の取引事例

REA－Jirei の「固定・相続事例閲覧サービス」から該当事例

の閲覧３次データ（KOTEI.ptf）を取得して取り込む
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〔画面説明：① 閲覧３次データ（KOTEI.ptf）を取り込む〕

メニュー画面 →［取引事例の管理］→［連合会３次データ］をクリックします。

(1) KOTEI.ptf の保存先を指定します。

(2) [取り込み実行]をクリックします。

(3)登録評価員番号が正しいか

　　確認し、[OK]で取り込みを

　　続けます。

(4)データの取り込みは市町村単位

　 でしますので、取り込む市町村を

　　選択してください。

(6)当システムでの取引整理番号の付設方法を選択してください。

　　閲覧３次データ（KOTEI.ptf）から取り込む場合、

　　〔取引整理番号１＋取引整理番号２〕は“１１２０４１１２３５-19887”

　　〔取引整理番号２〕は“19887”（番号が重複する場合は枝番を付けます）

　　となります。

(7)市郡区町村名の付設有無を選択してください。

(5)取り込む事例データに

　 採用する適用地区を

　　設定してください。

※通常は標準宅地に使用して

　 いる適用地区を選択します。

(8) [取り込み継続]

　　をクリックします。
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当システムで既に取引事例が登録されている場合（前回システムより引き継いだ取引事例データを含む）、国土管理番号が重複する

か否かで、取り込むデータの内容が変わります。

◆ 閲覧３次データの内容を全て取り込む（上書き更新は不可） にチェックして取り込む場合

(11)取り込みたい取引事例にチェック、または[すべて選択]をクリックして[取り込み実行]をクリックします。

　　　※この画面で表示されるデータは、国土管理番号が重複しない新規の取引事例です。

　　　　　

(9)-1 新規の取引事例を取り込む場合

　　　　は、こちらにチェックします。

(9)-1 当システムに登録済みの取引事例は

　　　 閲覧番号・所在・地番のみを取り込む

     のでこちらにチェックします。

(10)[取り込みを続ける]をクリックします。

＜注意!!＞
評価員番号が一致しない場合は、国土管理番号や所在・地番・価格等

のデータは取り込みますが、閲覧ログ番号は取り込みませんので

ご注意ください。

評価員番号の登録は、メニュー画面 →［総括表 設定条件］でおこな

います。
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閲覧３次データ（KOTEI.ptf）の取り込み後の取引事例登録画面

閲覧３次データの内容を全て取り込む（上書き更新は不可） にチェックして取り込んだ場合

　　　　

◆ 閲覧情報と所在・地番を取り込む（上書き更新のみ） にチェックして取り込む場合

※ 閲覧３次データ（KOTEI.ptf）より先に属性情報（PTF.txt）を取り込んでいて、固定資産税鑑定評価に必要な要因データの入力が既

に済んでいる場合は、閲覧情報と所在・地番のみ取り込みます。

(12)閲覧情報を取り込みたい取引事例にチェック、または[すべて選択]をクリックして[取り込み実行]をクリックします。

閲覧情報が登録されています。

閲覧３次データの必要項目のみ

データが入力されています。

当システムに登録済みの取引事例データと国土管理番号が一致するデータについて、

閲覧情報と所在・地番のデータだけを取り込みます。
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 閲覧３次データ（KOTEI.ptf）の取り込み後の取引事例登録画面

 閲覧情報と所在・地番を取り込む（上書き更新のみ） にチェックして取り込んだ場合

　　　　

閲覧情報を取り込みました。

取り込み前に入力していた

所在地・地番以外のデータは

そのままです。
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〔画面説明：　② 取引事例の属性情報（PTF.txt）を取り込む〕
メニュー画面 →［取引事例の管理］→［属性情報（PTF.txt）の取り込み・取り出し］をクリックします。

(1)で「～登録されている整理番号に変更する」にチェックした場合　　　　　　　　　　　　　　(1)で「取引整理番号の変更はしない」にチェックした場合

(3)属性情報（PTF.txt）
　の保存先を指定します。

(1)取引整理番号の設定

　　→　当システムに登録済みの取引事例の取引整理番号を変更するかしないかの設定です。

　　　　 例えば、閲覧３次データ（KOTEI.ptf）から取り込んだデータの取引整理番号が“１１２０４１１２３５-19887”の場合に、

　　　　　属性情報（PTF.txt）から取り込む同じ国土管理番号の取引整理番号が“岐阜中２４-19887”となっていたら、

　　　　　変更するかしないかの選択です。

(2)適用地区の設定（他社または連合会からダウンロードした属性情報（PTF.txt）を取り込む場合）

　　→　当システムに登録済みの取引事例の適用地区を再設定するかしないかの設定です。

(4)[取り込み実行]

　　をクリックします。
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(5)取引事例属性情報（PTF.txt）での取り込み設定画面です。

　　取り込む市町村の選択、所在への市郡町村名の付設有無を選択して[変換実行]をクリックします

※ 前ページの(1)（2）の指定により、選択・チェック可能な項目が変わります。必要に応じて取引整理番号の付設方法、取引事例に付ける

 適用地区を選択してください。

(11)必要な事例にチェック、または[すべて選択]をクリックして[取り込み実行]をクリックします。

　　 属性情報（PTF.txt）には閲覧情報・出力不可項目（地番や総額等）は入っていません。

　“重複”の属性情報を取り込む → 既に閲覧情報や地番等のデータが入力されている場合は、これを上書きすることはしません。

　“重複”でない属性情報を取り込む → 閲覧情報や地番等の出力不可項目のデータは表示されません
　　　　

データの取り込みは市町村単位

でしますので、取り込む市町村を

選択してください。

 [変換実行]を

 クリックします。

重複
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属性情報（PTF.txt）の“重複”でない取引事例を取り込んだ場合の取引事例登録画面

閲覧情報は

入っていません。

地番は

入っていません。
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　　　　 標準宅地鑑定評価システム 2017 履歴管理情報の作成について

標準宅地鑑定評価システム 2017 では履歴管理情報（PRF.txt）の作成については、下記手順による方法となります。

履歴管理情報（PRF.txt）は、（社）日本不動産鑑定士協会連合会 REA－JIrei の「公的土地評価用事例閲覧」→

「履歴アップロード」からアップロードします。

〔画面説明：　履歴管理情報（PRF.txt）を取り出す〕
メニュー画面 →［取引事例の管理］→［履歴管理情報（PRF.txt）の作成］をクリックします。

　　　　　　　　　閲覧ログ番号を取得していない事例は空欄になっていますので、確認してください。

　　　　　　　　　但し、2011 年以前の事例及び独自収集取引事例には閲覧ログ番号はありません。

閲覧ログ番号のない取引事例については、REA－Jirei で該当の事例を閲覧して履歴管理票を印刷しておけば、空欄の

ままでも問題ありません。

出力した履歴管理情報（PRF.txt）は連合会の説明書をご参照の上、公的管理閲覧システムにアップロードしてくださ

い。

《ご注意》

当社のシステムでは市町村ごとに［都市選択］をして評価書を作成しております。

履歴管理情報（PRF.txt）については、市町村ごとに PRF.txt を出力し公的管理閲覧システムにアップロードしていただきますようお願いい

たします。

以上

(1)評価書に採用した取引事例に閲覧ログ番号が

登録されているかを確認します。

(2)履歴管理情報の未登録が無ければ、PRF.txt の保存先（USB メモリ等）

　 を指定して［PRF.txt の出力］をクリックします。

閲覧ログ番号のない

取引事例
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